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 チェコ 

   9 月の動き  

                                                                                                                                                                                                                                        

政治・経済日誌  

１日●財務省によると、1～8 月の財政収支は

189 億 6,900 万コルナの黒字で、2007

年以降 8 月の数字としては最高を記録

した。  

２日●チェコの土地開発・投資グループ CPI

プロパティー・グループは、プラハ中

心街の旧ジブノステンスカー銀行の建

物を、中国の CEFC チャイナ・エネル

ギー・カンパニー（本社・上海）に売

却した。売買価格は公表していない。

CEFC はこのビルを欧州総括オフィス

として使用する予定。  

  ●チェコのエネルギー・グループ、EPH

は、その英国・エッグボロー火力発電

所の操業を 2016 年 3 月を目途に終了す

る予定と発表。その理由を電力価格の

下落と、高額の炭素税のためコスト融

資が困難となったためと説明している。 

  ●ゼマン大統領は、公式訪問中の北京で、

中国第 5 の都市・成都に 9 月 8 日付で

チェコ領事館を開設すると発表。  

３日●ゼマン大統領は北京でロシアのプーチ

ン大統領と会談、経済制裁の影響を受

けた両国間通商関係の改善を期待する

と述べた。またイスラム国のテロ行為

に対抗する国際協力に関して、ロシア

もイニシアティブをとるよう要請した。

この問題に関しては、両大統領とも国

連の次回総会で演説をする予定。  

  ●統計局によると、7 月の小売（自動車

部門を除く）売上は前年同月比 5.5％、

自動車部門の売上は同 6％、それぞれ

増大した。  

  ●自動車輸入者連盟によると、1～8 月の

国内乗用車（新車）売上台数は 152,954

台で、前年同期比約 22％増大した。メ

ーカー別ではシュコダ・オート（48,720

台、 +29％）、フォルクスワーゲン

（ 16,448 台、 +37％）、ヒュンダイ

（12,896 台、+8％）の順となっている。  

  ●中国の CEFC チャイナ・エネルギー・

カンパニーは、チェコ＝スロバキアの

J&T ファイナンス・グループにおける

その持株比率を 5％から 9.9％に引き上

げた。更に 30％までの引き上げを計画

している。また CEFC はマルチニツキ

ー・パラーツ社と、プラハ城近くに立

つ同社所有の同名の建物に関する売買

契約書締結を準備中。  

４日●統計局によると、第 2 四半期における

平均賃金は 26,867 コルナで、前縁同期

比 875コルナ増大した。中間値は 22,230

コルナで同 4.3％増。上半期では平均賃

金 25,810 コルナで、前年同期比 725 コ

ルナ増、実質賃金上昇率は 2.5％であっ

た。  

  ●ゼマン大統領は、訪問先の北京で中

国・習近平主席と会談、同主席を来年

チェコに招待し、主席は招待を受理し

たと発表。  

  ●プラハで難民問題に関する会合を行っ

たヴィセグラート 4 ヵ国の政府代表者

は、難民受入割当制度に断固として反

対することで合意。ソボトカ首相は、

問題の核は難民の母国であるシリア、

リビアなどの状況にあるのであって、

欧州で受入割当検討は、副次的なもの

に過ぎないと述べた。  

５日●中国の CEFC は、チェコのチャーター

航空会社トラベルサービスと戦略パー

トナーシップ協定を締結、これに基づ

き同航空会社の株を 10％買収、最終的

には所有株比率を 49.92％にする旨を

発表。CEFC はこのほかチェコのビー

ル・メーカー「ロプコヴィッツ」の

79.4％を買収、またプラハのサッカー
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チーム「スラヴィア」、TV 放送局、雑

誌などを傘下に持つ総合メディア・エ

ージェンシー、メデア・グループ／エ

ムプレサ・メディアにも参入した。ア

ナリストは、これをきっかけに中国の

対チェコ投資が急増する可能性がある

と指摘している。ムラーデック産業貿

易相は、「1990 年代、チェコは日本企

業の入り口となった。近年は韓国企業

のゲートとなっているが、現在は中国

企業向けに門戸が開かれている状態、

ゼマン大統領のチェコ・中国経済、外

交 関 係 、 投 資 顧 問 を CEFC の Ye 

Jianming 取締役会長が務めていること

も、両国関係の緊密化につながってい

る」と述べた。チェコインベスト（チ

ェコ投資・ビジネス開発庁）によると、

過去 5 年間に同庁が仲介して実現した

中国の対チェコ直接投資案件は 6 件の

みで、その合計投資額 12 億 6,000 万コ

ルナ、新規雇用創設数は 400 にとどま

っている。  

  ●中銀のスィンゲル総裁は、テレビ討論

番組で、対ユーロレート 27.0 CZK/EUR

をキープするための為替介入を、少な

くとも来年半ばまでは継続すると述べ

た。  

７日●統計局によると、7 月の貿易収支は、

前年同月比輸入 4％、輸出 2.4％それぞ

れ増大し、黒字額は 68 億コルナであっ

た。黒字額は前年同月比 39 億コルナ減

少したが、CSOB のアナリスト、ペト

ル・ドゥフェック氏はその要因を、投

資、内需の回復により、輸入の需要が

増大したためと分析している。  

  ●統計局によると、7 月の工業生産は前

年同月比 4.6％増。また従業員数 50 人

以上の工業部門企業被雇用者平均賃金

は 28,512 コルナで、3％増大した。  

  ●統計局によると、1～7 月の工業生産成

長率はは前年同期比 5.0％で、EU 圏内

でベスト 5 に数えられている。また民

間セクターの経済における工業の占め

る割合（工業付加価値率）は 47.3％で

EU 最大。但し EU28 ヵ国の工業部門全

体においてチェコ工業が占める割合は

2.0％に過ぎない。  

  ●統計局によると、7 月の建設工事は前

年同月比 12.3％増大し、前月の増大率

8.8％から更に拡大。労働日数調整後で

は 14％増となっている。  

  ●チェコ食品会議所によると、ロシアの

農業製品禁輸により、国内牛乳生産

者・輸出者の被った損失額は 10 億コル

ナ。牛乳の生産者価格は前年同期比

25％減少、8 月現在 1 リットルあたり 7

コルナを割っており、生産コストを下

回っている状態にある。そのため、食

品会議所は、農業会議所とともに、EU、

およびチェコ政府の早急な対策、支援

を求めている。  

８日●労働局によると、8 月末現在の失業率

は 6.2％で、前月比 0.1％減少した。求

職件数は前月同月比 89％増大し、

103,768 に達して、2008 年 12 月以後最

高を記録した。  

  ●ムラーデック産業貿易相によると、同

省外郭団体である輸出促進機関・チェ

コトレードは、今年上半期にチェコの

輸出企業 680 社の、計 5 億コルナの輸

出契約締結を仲介した。チェコトレー

ドの外国事務所が仲介したものの中で

は、ヨハネスブルグ事務所が仲介した

契約高が最も高く、計 1 億 6,000 万コ

ルナ、以下ストックホルム（1 億 3,750

万コルナ）、上海（5,570 万コルナ）、

デュッセルドルフ（4,870 万コルナ）と

なっている。  

  ●デロイトが作成した中・南東欧企業ト

ップ 500（売上高ランキング）で、チ

ェコ企業トップはシュコダ・オート（全

体第 3 位）であった。チェコ電力（CEZ）
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は 8 位、アグロフェルト（農業・化学）

12 位であった。全体トップはポーラン

ドの PKL オルレン、2 位はハンガリー

の MOL（共に石油精製）であった。  

  ●米国大手インターネット小売業者・ア

マゾンのドブロヴィース（プラハ近郊）

配送センターが本日営業を開始した。  

９日●統計局によると、8 月の消費者物価上

昇率は、前年同月比 0.3％で前月の

0.5％より減少、また前月比△0.2％であ

った。インフレ率下降の要因は、食品、

原油の低価格。低インフレ率は、中銀

の為替介入継続意志を固めるものと、

アナリストはみている。  

  ●統計局によると、上半期にチェコを訪

れた外国人の数は 1,240 万人で、前年

同期比 9.5％増大した。うち日帰り観光

客は 640 万人（うち半数がドイツ人）、

1 泊以上過ごした者 490 万人、トラン

ジット 110 万人となっている。また訪

問目的別では、観光が 65％、出張 16％、

親戚・友人訪問が 12％であった。  

  ●コンサルティング会社 Capgemini によ

ると、昨年末現在の国内ドル百万長者

（運用資産所有額が百万ドルを超える

人物）の数は 21,400 人で、前年比 10％

強増大した。  

10 日●中央ボヘミア州当局の発表によると、

現在中国訪問中の同州ミロシュ・ペテ

ラ知事は、中国のテレビ・メーカー

Changhong（長虹）と協定を締結。同協

定は長虹社のニンブルク（中央ボヘミ

ア）テレビ組立工場拡張に関するもの

で、その再投資額は 6 億 5,000 万コル

ナと見込まれている。現在ニンブルク

工場の従業員数は 300 名。  

  ●産業連盟がその会員企業を対象に実施

したアンケート調査の結果、国内企業

は、シリアなどからの難民 5,000 人を

即刻雇用する意志があることがわかっ

た。特に企業が必要としている人材は、

技術系で、英語ができ、再教育を受け

ることに意欲的な労働者。  

  ●ポーランドの PKN オルレンが大株主

（62.99％）となっている、チェコ国内

最大の石油化学メーカー、ユニペトロ

ルは、イタリアの建設会社 Technip と、

57 億 6,000 万コルナ相当の工場建設契

約を締結した。これはリトヴィーノフ

（北ボヘミア）における新ポリエチレ

ン工場建設に関するもので、同案件の

総投資額は 85 億コルナと見積もられ

ている。これは国内石油化学部門にお

ける投資としては、過去最大のもの。  

  ●ロールスロイスのチェコ最初のショー

ルームは、来年春、プラハ・インター

コンチネンタルホテル内にオープン予

定。  

11 日●中銀によると、第 2 四半期の経常収支

は、30 億コルナの黒字。第 1 四半期（927

億コルナの黒字）に比べて、特に証券

投資が 2.5 倍増大した。  

  ●チェコ・ビール＆モルト連盟によると、

昨年のチェコの対中国ビール輸出量は、

22,688 ヘクトリットルで、前年比ほぼ

倍増した。  

14 日●ゼマン大統領は、ブルノの国際エンジ

ニアリング見本市における産業連盟大

会で、チェコ工業の問題点として「技

術系学生の不足、応用研究の軽視、伝

統的部門を重視した輸出政策」の 3 点

を指摘した。一方ソボトカ首相は、交

通インフラの悪化が国内経済の更なる

成長を妨げていると述べた。  

  ●産業貿易省によると、1～7 月のチェコ

の対ロシア輸出は前年同期比 32.8％、

輸入は 18.6％、それぞれ減少した。輸

出減少はウクライナ危機およびロシア

の経済状況悪化によるもの。一方輸入

減少の要因は、燃料価格下落とガス輸

入量減少にある。  

  ●チェコツーリズム（チェコ観光局）が
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中銀のデータを基に発表したところに

よると、上半期におけるチェコのイン

バウンドツーリズム（外国人訪チェコ）

による収入は 695 億コルナで、前年比

5％増。  

  ●カナダのフレーザー研究所が発表した

世界経済自由度ランキングで、チェコ

は前年同様 157 ヵ国中 42 位であった。

トップは香港。日本は 26 位。  

15 日●産業貿易省によると、1～7 月のチェコ

の対中国輸出は 277 億コルナで、前年

同期比 19％増大した。対中輸出企業の

大半はエンジニアリング部門のメーカ

ーで、中国はチェコのノウハウ、およ

び高付加価値製品に注目しつつあると、

同省はみている。  

  ●コンサルティング会社 Bisnode による

と、9 月 10 日現在の国内企業に占める

中国資本額は計 48 億コルナ（今月初旬

に発表された CEFC の投資案件は含ま

ない）で、昨年末より約 74％増大した。  

  ●ブルノの国際エンジニアリング見本市

で、「対韓国輸出・進出チャンス」と

題した会議（チェコ経済会議所主催）

が行われ、チェコ企業約 100 社が韓国

輸出に関心を示した。  

  ●ゼマン大統領は、公式訪問先のバクー

で、アゼルバイジャンイルハム・アリ

エフ大統領と戦略パートナーシップ宣

言に署名、アゼルバイジャン企業の対

チェコ投資を奨励すると述べた。アゼ

ルバイジャンは、チェコにとって第 2

の原油輸出国である。  

16 日●自動車工業会によると、1～8 月の国内 

乗用車生産台数は 850,172 台で、前年

同期比 4％増大した。メーカー別内訳

は、シュコダ・オート 487,925 台（約 2％

減）、ヒュンダイ 215,311 台（5％増）、

TPCA 146,931 台（27％増）。同工業会

のマルチン・ヤーン会長は、今年通年

の生産台数は過去最大を記録した昨年

の 124 万台を超えると予想されると述

べた。  

17 日●60 人から成るチェコ企業代表団とと

もにアゼルバイジャン訪問中のゼマン

大統領によると、チェコ企業 1 社は同

国にて 5～6 億ユーロ（135～163 億コ

ルナ）相当の契約締結を準備中。当該

企業、および案件の詳細は明らかにさ

れていない。  

  ●CEEC リサーチ社によると、上半期に

おける国内公共入札額は総計 1億 8,000

万コルナで、前年同期比 14.5％減少し

た。  

  ●ホップ生産者連盟によると、今年のホ

ップ収穫高は、雨不足のため前年比

35％減少することが予測される。また

やはり乾燥気候の影響で、その苦味成

分含有量が減少し、品質が低下するも

のとみられている。  

18 日●中銀によると、上半期末現在の対外債

務は 29,000 億コルナで、 GDP 比は

66.4％。  

  ●自動車工業会によると、上半期におけ

る国内自動車・自動車部品メーカーの

平均賃金は 33,209 コルナで、前年同期

比 3％増大した。うちブルーカラー労

働者（計 84,600 人）の平均賃金は 27,405

コルナで、同 6％増。同部門の総労働

者数は 117,382 人で、同 3.7％上昇した。 

21 日●チェコ日刊紙、ムラダー・フロンタ・

ドネスの報道によると、オックスフォ

ード・マーティン・スクールとシティ

グループが今年 2 月に発表した報告書

では、インダストリー4.0 のオートメー

ション化がチェコで実施された場合、

全雇用ポストの 54％が危機にさらされ

ると分析されている。  

  ●チェコ経済会議所によると、 10 月 11

日、キューバにチェコ企業代表団が初

めて訪問する。外務省のマルチン・ト

ラパ副大臣の公式訪問に同行するもの
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で、団員数は 15 名、 4 日間滞在する。 

22 日●チェコ経済新聞が、世界最大級の航空

機エンジン・メーカー、ゼネラル・エ

レクトリック傘下の GE アヴィエーシ

ョン（米国・シンシナティ）の情報を

基に報道したところによると、同社は

その製造ラインの一部を欧州に移転す

ることを計画中、移転先候補トップに

チェコが挙がっている。投資額は 4 億

ドル（約 100 億コルナ）、従業員数は

500～1,000 人と見積もられている。（出

所：Hospodářské noviny、記者名：Milan 

Mikulka）  

  ●チェコ経済新聞の報道によると、中国

の大手携帯電話メーカー、CoolPad が

その欧州販売拠点をチェコに決定した。

チェコ・欧州向け販売代理店となるの

は、プラハの TCCM 社。  

  ●シュコダ・オートは、その親会社 VW

の排ガス不正問題に関して、その対象

となった EA189 ディーゼル・エンジン

を、「ラピッド」、「ファビア」、「ル

ームスター」、「オクタヴィア」、」

スパーブ」の旧バージョンに使用して

いたが、現在欧州向けに製造している

車種には使用していないと発表。  

  ●CRIF – Czech Credit Bureau によると、

上半期に国内で新たに設立された企業

数は 13,668 社、また登記より抹消され

た企業は 3,167 社であった。  

23 日●チェコ経済新聞が、スウェーデンの

Universum の調査結果を基に報道した

ところによると、大学生の期待する初

任給（年額）は、チェコで 285,000 コ

ルナ（月額 23,750 コルナ）で、調査対

象となった約 50 ヵ国中 40 位であった。

トップはアラブ首長国連邦（ 2,000,000

コルナ）、以下スイス（1,999,000 コル

ナ）、サウジアラビア（1,890,000 コル

ナ）と続いている。米国は 1,200,000

コルナで 7 位、ドイツは 1,140,000 コル

ナで 8 位。  

  ●チョック運輸相は、VW の排ガス規制

不正に関連するエンジンを搭載した車

がチェコ国内に具体的に何台登録され

ているかは不明と述べた。  

24 日●自動車輸入者連盟によると、問題の

VW のエンジンは 2009～2013 年にシュ

コダの車にも使用されており、この間

に国内で販売されたシュコダ、VW の

乗用車のうちディーゼル・エンジン搭

載のものは約 15 万台と見積もられて

いる。  

25 日●9 月中旬に実施された世論調査の結果、

ゼマン大統領の支持率は 55％で、前回

調査時（6 月）に比べて 10％上昇した。

ソボトカ内閣の支持率は 46％で、1％

増。  

27 日●ムラーデック産業貿易相は、VW の排

ガス不正問題について、シュコダ・オ

ート自体より、チェコの部品メーカー

に及ぼす悪影響の方が危惧されると述

べた。またドイツの一時的自動車輸出

減少が、チェコ経済に影響する可能性

もあると指摘した。  

28 日●シュコダ・オートは、排ガス不正エン

ジンは、同社の車 120 万台に関わると

述べた。  

29 日●統計局によると、第 2 四半期における

平均時給が最も高い部門は保険・金融

で、303.20 コルナ、IT 部門では 286.30

コルナであった。全部門平均時給は

168.60 コルナ。   

  ●「フォーブス」誌のチェコ長者番付に

よると、トップはペトル・ケルネル氏

（投資グループ PPF のオーナー、資産

額 2,200 億コルナ）、2 位はアンドレイ・

バビシュ財務相（アグロフェルト・グ

ループのオーナー、同 640 億コルナ）、

3 位ラドヴァン・ヴィーテック（不動

案・投資グループ CPI のオーナー、470

億コルナ）であった。  
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  ●コニカミノルタは、ブルノでその欧州

初の R＆D センターを開設した。同セ

ンターは、2015 年 3 月にオープンした

イノベーション・センターに続くもの

で、2 機関の雇用数は 3 年間に計 100

名に達するものとみられている。  

30 日●統計局は、第 2 四半期の GDP 成長率

を、前年同期比 4.4％から 4.6％に、前

期比 1.0％から 1.1％に、それぞれ上方

修正した。  

  ●スイスの非営利財団、世界経済フォー

ラムが毎年発表している「世界競争力

報告」中国別ランキングで、チェコは

140 ヵ国中 31 位、前年より 6 ランク上

昇した。特に技術インフラ、マクロ経

済、イノベーションの項目においてチ

ェコの評価が上がっている。  

  ●チョック運輸相は、チェコ国内では

VW の排ガス不正に関連するエンジン

を搭載した車 148,000 台が販売された

と発表。うち 101,000 台はシュコダ、

38,000 台 VW、7,000 台アウディ、1,800

台セアトとなっている。  

  ●モラビア＝シレジア地方（北モラビア）

のミロスラフ・ノヴァーク知事は、欧

州の航空機部品メーカーがモシュノフ

工業地帯に製造会社を設立する予定と

発表。投資額は 1 億ドル（約 25 億コル

ナ）、従業員数は 300 人と見積もられ

ている。同地方は更に複数の中国企業

とも、その既存会社の事業拡大に関し

て協議中であるが、これにはグリーン

フィールド案件は含まれていない。  

  ●チェコ経済競争保護局によると、チェ

コ撤退を決定した DYI チェーン、

Baumax（オーストリア）のチェコ国内

店舗 24 店のうち 18 店をポーランドの

Merkury Market が買収。残りの 6 店は、

ドイツの OBI が買い取ることになると

みられている。  

   

 

   

 

 


